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議.
毒華
経 L
ヲr. 、

lQ"t 

北
め
、
主
と
し
て
関
係
外
交
家
の
備
忘
鎌
叉
は
英
圏
外
交

番
の
類
に
依
頼
す
る
の
外
な
か
ら
(
し
が
、
今
や
悌
問
問
政
府

は
其
秘
庫
を
闘
を
て
一

mwの
消
息
を
明
に
せ
ん
と
す
。
安

に
是
れ
い
皐
界
の
大
一
腕
一
品
目
な
・
'
り
。
而
し
て
此
女
主
日
夜
表
を
食

ず
に
蛍
ι
リ
、
一
八
六
三
年
十
二
月
二
十
五
日
を
以
〈
始
と

翁
し
文
る
は
、
同
議
"
も
宜
し
を
を
得

t
tり
。
輩
ジ
ユ
レ
ス
ウ

イ
グ
、
ホ
ル
λ

タ
イ
ン
事
件
と
普
襖
戦
争
と
普
備
戦
争
と

此
等
三
事
件
以
密
接
仁
和
関
紙
卿
し
、
セ
ダ
ジ
の
遠
闘
は
安

に
二
州
事
件
仁
於
け
る
雄
日
谷
西
外
交
の
勝
利
仁
在
よ
り
。
而

し
て
此
ニ
州
事
件
は
王
仁
一
八
六
三
年
十
二
月
二
十
五
日

の
前
後
仁
於
て
危
機
の
破
裂
を
潟
市
せ
し
な
t

り
。
拙
者
欧
訓

近
世
外
交
史
下
容
一
七
百
二
頁
及
二
百
二
一
頁
仁
左
の
託
事
あ

o
 

'
h
ツ

十
二
月
七
日
こ
八
六
三
年
〉
填
普
の
設
に
恭
一
て
殺
干
渉
賀
行
を
矯
ず
に
決

℃
、
ウ
ん
を

λ

努一任
3
れ
た
る
四
闘
は
間
十
五
・
日
比
決
議
を
了
抹
に
混
知
L
て

ホ
ル
ス
究
イ
V

及
ラ
ウ
Z

Y

プ
ル
グ
の
撤
兵
を
求
め
一
、
二
十
四
日
サ
グ
セ
・

ν
及
ハ
V

ノ
ザ
ヱ
ル
の
兵
は
難
h
u
{
之
を
占
領
せ
り
。
同
時
比
ア
ウ
ノ
グ
ス

テ
Y

プ
ル
グ
必
は
キ
ー
ル
町
、
経
き
て
問
問
民
政
府
争
組
織

t
聯
邦
仲
目
安
は
唯

之
を
賠
脅
す
る
に
止
め
花
り
o
了
掠
は
憤
慨
に
縫
へ
ず
JE
鍛
造
抵
抗
の
カ

な

f
m抗
議
書
血
管
説
明
し
て
繍
逸
人
の
椅
暴
を
天
下
に
諒
ふ
る
の
み
。

105~ 

の
外
交
由
民
に
奥
ふ
る
な
ら
ん
。
本
書
編
纂
委
員
は
比
第
〕

容
務
表
を
外
相
ピ
ジ
ヨ
y

広
報
告
す
る
に
蛍
'
グ
、
一
番
末
仁

附
記
し
て
日
く
、
.
一
館
岡
外
務
省
が
秘
庫
を
闘
を
セ
る
の
賓

倒
は
恐
ら
(
他
閥
政
府
を
し
て
一
其
鱗
庫
を
閉
さ
真
理
に
就

て
議
電
恐
怖
す
る
所
な
き
を
一
不
ず
に
至
ら
し
む
る
を
得
ん

と
興
特
に
溺
の
・
政
府
に
し
て
果
し
て
砂
同
時
の
外
交
究
書
を

緩
表
せ
ん
に
は
)
愈
設
に
完
全
な
る
悶
明
を
得
る
次
第
な

る
唱
‘
ト
此
は
今
郎
自
く
望
な
が
る
ぺ
を
か
O
(
林
毅
陸
)

‘

、

大

西

猪

之

介

箸

，

s

v

帝
図
主
義
論
(
資
究
館
議
行
)

本
書
は
津
村
教
授
編
纂
岡
民
総
掛
叢
書
の
第
一
一
冊
と
し
て

夜
行
せ
ら
れ
ぜ
る
者
な
ム
ツ
O

帝
岡
主
義
は
一
近
時
世
界
列
闘

に
於
け
る
大
思
潮
に
し
て
、
其
の
政
治
外
交
に
大
閥
mm
あ

る
は
勿
論
な
る
え
根
本
の
陸
貝
は
主
正
し
て
経
傍
的
な

6
0
今
日
の
帝
図
主
義
は
往
時
の
詩
的
帝
図
主
義
と
は
回

よ
L

り
大
に
異
な
る
0
3れ
、
ば
之
に
開
削
す
る
碗
究
が
図
民
経

線
開
叢
書
の
第
一
冊
と
し
て
現
れ
セ
る
は
全
然
至
嘗
に
し
て

叉
著
者
大
西
君
が
主
と
し
て
経
線
開
的
方
面
よ
L
り
論
逃
せ
る

は
潮
位
宜
し
を
を
得
、
花

b
。
而
し
て
業
内
容
は
先
づ
晴
間

，
務
審
紹
介
・
¥

5
8
・i
1
1ー
ミ

一」

先

Q
陣
J

今
や
普
魯
国
の
犬
活
動
の
機
舎
は
漸
{
来
り
吃
り
。
抗
議
院
ア
ウ

rtn-ア
ν

グ
ル
グ
老
る
を
し
て
要
求
を
放
棄
せ
し
む
る
院
議
力

L
叱
る
正
日
人
マ
ル
ク

其
人
は
却
℃
了
抹
新
王
の
繕
利
を
無
腕
し
て
其
領
土
の
分
割
を
企
て
ん
と

す
。
非
指
強
酷
主
総
詐
鋭
校
と
肥
満
て
る
大
藤
闘
は
之
主
り
終
忙
一
演
出
せ
)

.
bれ
ん
之
ず
。
然
れ
ど

g
t
五
マ
ル
ク
の
品
別
院
は
多
大
の
悶
難
績
は
り
葉

、
進
路
は
幾
多
の
曲
折
を
経
る
を
婆

L
た
り
o
従
て
其
袋
化
展
開
の
跡
は
之

港
発
む
る
比
甚
だ
附
難
な
り
。
然
母
是
札
外
爽
史
上
最
6
重
要
花

L
て
且

最
電
興
味
に
富
む
郊
分
な
る
が
放
に
五
口
人
は
刀
叫
ん
で
之
が
締
宛
を
武
砂
ず

る
可
ち
、
ず
0

.

宇

而
し
て
本
書
は
前
記
十
二
月
二
十
四
日
ホ
ル
え
タ
イ
ン
占

一
領
の
翌
日
よ
6
始
ま
れ
る
な

b
o
外
交
界
漸
く
紛
糾
を
極

一
め
ん
と
す
る
英
時
よ
J

り
始
ま
れ
る
な

6
0
五
日
人
登
渇
に
水

を
得
、
文
る
の
戚
な
き
を
得
ん
や
。
安
際
仁
於
て
本
才
一
回
収
む

る
所
の
長
短
二
百
一
一
一
十
五
篇
の
一
公
女
及
電
報
類
は
皆
歪
・
貴

の
資
料
仁
卜
し
て
、
各
地
鴻
議
み
来
れ
ば
常
時
の
消
息
一
歴
々
掌

を
お
す
が
如
を
唱
の
な
を
仁
非
安
。
僅
に
十
二
月
二
十
五

日
よ

b
翌
年
二
月
二
十
一
日
に
至
る
六
十
八
内
分
に
て
蹴

じ
一
一
一
百
八
十
頁
の
一
番
加
を
潟
せ
る
を
見
る
号
、
亦
以
て

細
大
網
緑
3
れ
あ
る
の
放
を
推
恕
す
る
を
得
ぺ
し
。
山
知
ふ

仁
今
後
援
表
の
迩
捗
す
る
に
後
ふ
て
益
々
大
光
明
を
蛍
場

叫ー ι

」ー-. . 

主
義
務
生
の
原
因
よ
ら
筆
を
越
し
、
以
下
錦
英
露
濁
諸
協

の
品
市
問
主
義
を
論
b
、
就
中
、
英
図
の
部
に
於
て
旦
棋
が
も
詳

細
な
よ
り
。
会
篇
五
百
回
十
二
頁
中
英
国
の
部
炉
二
百
八
十

八
頁
を
占
む
る
を
見
る
落
、
著
者
が
如
何
じ
此
に
霊
を
を

置
を
し
ゃ
を
知
る
に
足
ら
ん
。
英
鴎
ー
に
は
目
下
チ
ヱ
み
バ

レ
ン
一
援
の
新
帝
図
主
義
盛
ん
に
唱
道
3
れ
つ
、
あ
る
折

柄
な
れ
ば
、
著
者
が
之
に
特
別
の
注
意
ぁ
鵡
ぴ
し
川
市
無
理

な
の
と
せ
歩
。
但
し
濁
滋
の
品
市
岡
主
義
は
蛍
A
7
最
も
注
目

す
ぺ
を
者
じ
し
て
、
英
の
帝
図
主
義
論
の
如
を
も
費
は
其

の
封
抗
策
と
し
で
起
れ
る
に
外
な
ら
ぎ
る
が
故
仁
、
今
少

し
濁
逸
の
部
に
カ
を
注
ぎ
な
ら
ん
に
は
、
一
層
完
壁
な
る

を
得
ん
か
。
叉
著
者
論
評
の
態
度
が
織
と
し
て
第
三
者
的

地
位
よ

b
脱
出
し
、
自
身
仁
成
政
策
を
主
張
蹄
設
す
み
や

の
風
を
帯
広
る
と
と
み
芯
は
、
マ
切
4

窃
に
之
を
惜
ま
念
る
を

得
ホ
/
O

然
れ
ど
電
著
者
が
多
(
の
進
国
籍
及
雑
誌
類
を
渉
識

し
忠
費
な
る
耕
究
に
苦
必
を
重
ね
大
る
の
跡
歴
々
、
北
る
は

甚
だ
多
と
す
べ
く
、
叉
此
蓄
が
列
強
滑
問
問
主
義
の
現
況
に

就
を
有
盆
な
る
知
識
を
山
県
ふ
る
に
於
て
大
な
る
償
値
を
有

す
る
は
、
予
の
敢
て
明
言
し
得
る
所
な

6
0
定
僚
一
随
一
点

r
穴
O
近
'



l，9J$j 

4
3併
問
犠
愈
認
事

h

ん

い

品

川

G
ムバ

・惜し鏑

ι~営世
む
志
む
の
み
者
は
}
本
を
備
一
た
し
て
~
可
な
ふ
J
O
ベ
一
一
傍
誌
一
を
附
し
て
内
外
の
剣
例
及
率
請
を
引
用
し
就
中
我
図

~
林
毅
陸
)
随
明
者
一
砂
一
一
設
を
描
?
る
乙
と
の
品
慨
も
多
い
と
仁
よ
る
。

一

一

し

大

:

場

一

一

演

馬

著

・

傍

註

の

丁

寧

詳

細

な

る

わ

ι
め
本
書
を
精
諭
せ
ば
同
時
に
数

刑

法

各

論

主
i

ポニ阿川一)勺

h

一
一
冊
の
刑
法
書
L
Z
紛
い
な
之
同
様
の
款
が
あ
る
叉
本
警
の
犯

本
書
は
、
先
を
に
刑
事
政
策
根
本
問
題
山
刑
事
政
策
大
綱
等
マ
罪
分
類
が
血
中
迎
上
果
し
て
趨
確
の
唱
の
で
あ
る
や
否
や
は

ど
著
は
じ
く
五
統
刑
務
事
訴
の
品
川
め
に
犬
に
一
気
焔
を
岐
い
一
別
問
題
と
し
て
・
と
に
か
く
著
者
の
油
絵
各
論
を
血
中
京
唱
の

な
い
グ
ト
ル
大
場
茂
馬
民
が
従
来
比
較
的
参
考
書
院
乏
し
一
一
弘
一
潟
に
秩
序
的
に
理
論
し
易
か
ら
し
め
ん
と
の
考
案
は
幕

如
?
党
刑
法
各
論
に
つ
い
て
詳
細
な
る
解
説
を
な
し
セ
も
一
の
目
的
を
議
し
て
ゐ
る
。

の
ず
め
る
此
舎
の
特
色
JHrず
る
院
は
一
犯
罪
の
分
瀬
川
仁
一
付
て
一
議
論
に
於
て
は
快
刀
乱
麻
を
麟
つ
底
の
告
の
仁
乏
し
い
様

会
〈
絵
典
の
頗
序
に
よ
ち
ホ
ノ
之
を
(
ご
個
人
の
法
盆
に
封
一
せ
は
あ
る
が
檎
b
て
穏
健
せ
説
明
の
丁
寧
親
回
明
?
な
乙
と
は

す
る
界
二
一
)
枇
説
"
の
怯
盆
に
封
ず
る
界
一
一
一
一
)
岡
家
の
一
安
全
会
容
に
表
は
れ
て
ゐ
る
要
す
る
仁
本
舎
の
如
き
は
各
論
を
一

に
識
す
る
葬
に
大
別
し
夏
v
h
二
'
)
を
生
命
じ
…
封
ず
る
罪
、
一
一
飯
干
ん
か
も
の
也
、
銭
め
い
L
都
制
の
参
考
書
社
る
を
夫
総
な
r

い
o
一

白
河
繍
慨
に
郵
ず
ふ
罪
、
自
由
に
到
す
u
b
岡
野
ャ
名
容
に
郵
持
す
る
J

r

ん

一

パ

〈

宵

村

官

一

一

一

郎

)

一

、

罪
、

J

財
産
に
艶
す
る
一
罪
と
し
(
一
一
)
を
壮
一
舎
の
会
安
に
請
す

1
1
1
1川
J
l
バ
ベ
汁
i

る
凶
弾
、
笠
A
，

に

危

険

な

る

罪

、

交

議

取

引

に

於

け

る

誠

安

及

一

一

一

回

一

等

合

言

一

ゆ

wu伝
崩
に
封
ず
る
罪
、
枇
一
舎
の
風
俗
に
録
す
る
罪
と
し

(
ふ
さ
を
ト
閥
家
の
存
立
忘
却
す
る
男
、
園
女
に
封
す
る
罪
、

捜
臓
の
男
、
閥
纏
に
封
す
る
罪
、
立
法
及
行
改
仁
川
却
す
る

界
と
攻
ず
が
如
を
著
者
猫
特
の
分
類
を
な
し
北
る
I
L
毎
節

第
十
九
回
政
治
事
合
大
合

同
曾
は
十
月
廿
九
日
大
愚
品
川
一
一
番
詩
的
誌
に
一
於
て
開
催
せ
ら
れ
林
教
授
〈
〕
一
時
V

登
壇
t
て
問
曾
の
齢
を
巳
ペ
更
R
嬬
士

C
到
る
ま
で
義
勇
兵
と
L
て
暫
{
清

聴
を
持
ず
可
L
主
て
組
側
訟
の
間
際
的
地
位
一
区
論
及
ず
あ
，
所
お
り
。

'合

. 

‘ 

片
山

r
A
V
 

曾且

品

m
k
山
路
愛
山
氏
ハ
一
時
四
十
分
〉
笠
憶
敬
育
家
の
無
病
的
時
な
る
題
下
記
羽
田
成
友
氏
は
『
大
阪
陣
町
、
就
て
』
ど
題
L
製
必
晩
年
の
橋
震
よ
り
識
起
L
掛町時

代

青

年

の

錦

め

潟

丈

の

気

磁

を

枇

{

に

於

り

あ

大

阪

方

の

情

勢

‘

努

頬

及

び

淀

君

の

株

一

格

h

慶
長
十
六
年
紀
於
り

井
上
角
五
脇
氏
ハ
二
時
V
H
H
緬
滋
先
生
と
朝
鮮
事
件
之
題
L
先
生
が
女
品
川
チ
ハ
V

一
勢
一
る
ニ
候
械
の
曾
見
、
方
康
守
銭
銘
事
件
、
井
籾
息
一
克
の
総
退
等
思
統
て
替
地

カ
移
伎
の
必
要
を
箸
映
せ
h
p
れ
L
ζ
と
よ
り
朝
鮮
問
題
p
h
到
す
る
先
生
め
態
て
し
更
に
忽

J

之
陣
の
砂
悶
-
戦
況
E

鴎
腕
和
顕
末
等
を
述
べ
て
降
寝
せ
会
れ
戎
に

疫
に
鍛
及
L
故
先
生
の
限
前
紀
初
繍
ず
る
を
脱
却
え
L
め
た
り
。
一
救
援
山
路
愛
山
氏
は
『
近
世
史
之
虚
談
b
E
題
L
近
世
史
と
は
時
代
陀
近
与
樫

本
多
精
一
氏
ハ
三
時
〉
日
日
本
財
政
の
根
本
思
想
ξ
題
し
我
図
の
政
治
家
が
財
一
-
史
の
請
に
し
て
ち
え
は
多
(
慮
談
h
u
P
3
れ
ほ
次
期
時
代
に
を
れ
る
前
代
の
怪

政
を
財
政
と
L
て
見
る
の
偏
僻
事
る
と
之
蛇
に
財
政
の
カ
を
以
て
悶
民
mm
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